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Abstract:	 Previous studies have reported that a relationship between attractiveness and athletic 
achievement exists such as in cycling and American football. The goal of this study was to examine the 
association between attractiveness, facial width-to-height ratio (FWHR) and athletic achievement in col-
legiate track and field athletes. Ninety-three athletes (42 males and 51 females, aged 19.8±1.2 years) par-
ticipated in the present study. All athletes were divided into higher-level athletes and lower-level ath-
letes according to their athletic achievement. Two-hundred and forty-one evaluators (124 males and 117 
females, aged 20.81±1.5 years) assessed the attractiveness of the athletes. Attractiveness was evaluated 
using the visual analog scale (VAS) by evaluators who met the athletes for the first time and were of the 
opposite sex. We measured the FWHR, facial width ratio, area between the left and right cheekbones, 
and height between the upper lip and under the eyebrows using ImageJ. This study reveal that elite 
sprinters were more attractive than the lower-level athletes (p=0.053). Conversely, elite endurance ath-
letes were less attractive (p=0.039) (FWHR, p=0.047) than the lower-level athletes. In summary, our re-
sults suggested that higher-level sprinters tend to be more attractive in comparison to higher-level en-
durance athletes who showed a lower FWHR and were found to be less attractive.

要旨： 自転車競技，アメリカンフットボールなどの競技を対象に見た目の魅力と競技パフォーマンス
との関連性が報告されている。本研究では，大学陸上競技選手を対象に，見た目の魅力及び facial width-
to-height ratio（FWHR）と競技成績との関連性について検討した。本研究の対象者は，93名の大学陸
上競技選手（男性 42名，女性 51名，年齢 19.8± 1.2歳）であった。競技成績から全国入賞以上を上位
群，全国出場以下を下位群に分類した。魅力度は，対象者のことを知らない 241名（男性 124名，女性
117名，年齢 20.81± 1.5歳）の評価者によって評価された。評価方法は，10 cmの直線を用いた VAS法
で異性の評価を行った。対象者 1人あたりの評価者の人数は 32–37名であった。本研究の対象者の内，
86名（男性 40名，女性 46名，年齢 19.74± 1.2歳）を対象に FWHRの計測を行った。FWHRは，横
幅は左右の頬骨の位置，高さは上唇の上部から眉毛の下部の位置を，ImageJを用いて測定し，横幅と高
さの比を求めた。短距離選手において，上位群が下位群に比べて魅力度が高い傾向にあった（p=0.053）。
一方，長距離選手においては，下位群に比べて上位群で魅力度，FWHRともに有意に低かった（p=0.039, 
0.047）。本研究の結果，短距離選手では競技成績が高い群で，見た目の魅力が高く，長距離選手では競
技成績が低い群で，見た目の魅力と FWHRが高かった。
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緒　　言

形態特性は，競技パフォーマンスや競技成績を決定
する要因の 1つである。身体の形態特性には，身長の
高さや体肢の長さなどが含まれる。競技パフォーマン
スと身体の形態特性に関する先行研究では，競技特性
上高さが求められるバレーボールやバスケットボール
では，長身の選手が多く（田中ほか，1977），身長の高
さがパフォーマンスに有利であるという研究や（岡野
ほか，2016），ウエイトリフティングでは，相対的な上
肢の長さが短い方がパフォーマンスに有利であると報
告されている（Vidal Perez et al., 2021）。また，顔の形
態特性と競技パフォーマンスにも関連性が報告されて
おり，評価者の主観的な見た目の魅力や顔の横幅と高
さの比（FWHR: facial width-to-height ratio）での検討
が複数行われている。
魅力は，他者による主観的な評価で判断されるもの
である。一般男性を対象とした研究では，異性による
魅力評価において，魅力の評価の高さと握力の強さに
関連性があると報告されており（Fink et al., 2007），一
般的な体力との関連が示唆されている。アスリートに
おいても，男性の自転車競技選手を対象とした研究で
は，魅力が高い選手は 2012 Tour de Franceでの試合結
果が良いことが報告されている（Postma, 2014）。さら
に，アメリカンフットボールやバイアスロンを対象と
した研究でも同様の結果が報告されている（Fawcett et 
al., 2019；Williams et al., 2010）。先行研究を踏まえる
と，他者の主観的評価である魅力はスポーツパフォー
マンスに影響する要素であると考えられる。パフォー
マンスに影響する要因としては 1）競技における成功
が表情に反映され，魅力へ影響を与えている可能性，
2）見た目が魅力的であることによる幼少期からの多く
のサポートや投資の可能性，3）競技成績を残すこと
によるアスリート自身の見た目に対する努力が関係し
ている可能性が示唆されている（Fawcett et al., 2019）。
一方，FWHRは顔の横幅と高さの比のことであり，
他者からの主観的評価ではなく客観的な評価によるも
のである。先行研究において，FWHRの高さはスポー
ツパフォーマンスにおける攻撃性の高さとの関連性が
示唆されている（Carré and McCormick, 2008；Welker 
et al., 2015）。サッカー選手においては，ペナルティー
の数の多さと FWHRの高さに関連があることが報告
されている（Welker et al., 2015）。さらに，ゴール数の
多さとの関連性も報告されていることから，積極的で
攻撃的な行動が，競技での成功へとつながっている可
能性があると考えられる。また，FWHRの高さは，テ
ストステロンの高さとも関連性が示唆されている
（Lefevre et al., 2013）。テストステロンは，筋サイズや

体重，筋力といったスポーツに対して重要な役割を果
たすことから（ハフ，2018），FWHRが競技パフォー
マンスへ影響を与える要素であると考えられる。実際
に，FWHRの高さは，野球選手においてはホームラン
の数，バイアスロン選手においてはワールドカップの
合計スコアと関連性があると報告されている（Fawcett 
et al., 2019；Tsujimura and Banissy, 2013）。
先行研究の報告を考慮すると魅力や FWHRは，競
技パフォーマンスを予測するためのツールとなる可能
性がある。だが，競技パフォーマンスと魅力および
FWHRの関連性についての研究は少ない上に，男性を
対象とした研究が多く，女性での研究はほとんど実施
されていない。また，FWHRではテストステロン
（Lefevre et al., 2013），魅力では筋力との関連性が示唆
される点から（Fink et al., 2007），競技特性が異なるこ
とによって，魅力および FWHRと競技パフォーマン
スにおける関連性が異なる可能性が推察される。陸上
競技は，様々な競技特性を持った種目が存在する。そ
の中でも，短距離種目と長距離種目では競技特性が大
きく異なる。短距離種目は，短時間で大きな力を発揮
することが必要があり，長距離種目は持久的な能力が
重要で，持続的に力を発揮することが必要となる。ま
た，筋や体格の特性においても，短距離選手は長距離
選手に比べて，筋横断面積や除脂肪体重，筋力が高い
ことが報告されている（星川ほか，2011；池戸ほか，
2017）。
そこで，本研究では競技特性が異なる陸上競技の短
距離選手と長距離選手を対象に，見た目の魅力および
FWHRと競技成績との関連性について検討する。

方　　法

本研究の対象者は，大学陸上競技選手 93名（男性
42名，女性 51名）であり，そのうち 100–400 m，ハー
ドル種目を専門に行っている短距離選手が 51名（男性
23名，女性 28名），1500 m以上の種目を専門に行っ
ている長距離選手が 42名（男性 19名，女性 23名）で
あった。また，競技開始時から現在までの競技成績か
ら，国際大会出場者を含む全国大会入賞以上の選手を
上位群，全国大会出場以下の選手を下位群に分類した。
アンケートを用いて，身長，年齢，競技歴，競技成績，
専門種目について調査した。対象者には，本研究の主
旨について口頭及び書面で説明し，同意を得た上で行
なった（承認番号：020-G03号）。

見た目の魅力評価

顔写真は，iPhone 6s（Apple, USA）のカメラ機能
を用いて撮影した。画質は，1200万画素（12メガピク
セル）であった。統一性を持たせるために，胸辺りよ
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り上で，歯を見せない表情，化粧はせず素顔で撮影を
行った。顔写真の評価者は，陸上競技部以外の学生 241
名（男性 124名，女性 117名，年齢 20.81±1.5歳）を対
象とした。評価者は，無記名で異性の評価を実施した。
評価には，VAS（Visual Analogue Scale）法を用いた。
白紙に 10 cmの直線を引き，左端が見た目の魅力が低
い，右端が見た目の魅力が高いとした。評価者には，
「写真を見て，見た目が魅力的であるかを直感で判断し
てください」と説明し，写真を見て，魅力を感じた位
置に線を記入させた。回答後，対象者との面識の有無
について確認し，全ての評価者において，対象者との
面識がないことが確認された。評価者が線を引いた後，
定規を用いて左端から何 cmの位置に線を引いたかを
小数第 1位まで記録した。評価の公平性を高めるため，
評価者には，対象者の名前や専門種目，競技成績など
の情報や他の評価者の評価結果などの情報は，一切与
えなかった。また，対象者 1人の評価ごとに評価用紙
を変え，評価者本人の前の評価が分からない状況にし
た。さらに，評価者が変わる度に，顔写真の順番をラ
ンダムに入れ替えた。評価は，男性に対して 1人につ
き 32名，女性に対して 1人につき 37名で行い，平均
値を魅力度とした。

FWHR（facial width-to-height ratio）の測定
撮影した写真から FWHRを測定した。本研究での
画像データから FWHRの評価を行うことができたの
は，86名（男性 40名，女性 46名）であった。FWHR
は，ImageJ（National Institutes of Health, Bethesda, 
MD, USA）を用いて計測をおこない，横幅は左右の頬
骨の位置，高さは上唇の上部から眉毛の下部の位置を
測定し，横幅と高さの比（顔の横幅 /顔の高さ）を求
めた（Tsujimura and Banissy, 2013）。

統計処理

統計処理には，統計解析ソフトウェア SPSS statistics 
25.0.0.0（Windows）を用いて行った。魅力度，FWHR
と競技成績（上位群と下位群）との比較は，対応のな
い t検定を用いた。また，魅力度，FWHRの性差と競
技種目（短距離と長距離）の比較（性別×競技特性），

競技種目と競技成績の比較（競技特性×競技成績）を，
二元配置分散分析を用いて行った。効果量は，Effect 
Size Calculatorを用いて算出した（Cohen, 1988）。効
果量の判断目安は，d＝0.20を効果量小，d＝0.50を効
果量中，d＝0.80を効果量大とした。測定値はすべて
平均±標準偏差で示し，危険率 5％未満を有意とした。

結　　果

対象者の特性

男女別競技種目ごとに対象者の特性を表 1に示し
た。上位群と下位群の人数は，長距離選手と比較して
短距離選手で上位群の人数が多かった。

見た目の魅力

見た目の魅力の評価は，男性が 3.78±0.6（2.7–5.2），
女性が 3.68±0.8（1.5–5.9）であった。対象者全体で，性
別と競技成績の交互作用は認められなかった（p＝
0.386）。一方で，競技成績と競技特性の交互作用には
有意差が認められた（図 1，p＝0.004）。短距離選手で
は，上位群が下位群に比べて魅力度が高い傾向であっ
た（図 1，p＝0.053）。一方，長距離選手では，上位群
は下位群と比較して魅力度が有意に低かった（図 1，p

図 1　競技特性別の競技成績における魅力度の比較 
平均±標準偏差

表 1　対象者の特性

平均±標準偏差
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＝0.039）。また，競技種目ごとに男女別で検討した際
には，有意差は認められなかったが，男女ともに競技
種目全体と同様の方向性を示した（表 2）。

FWHR
FWHRの平均値は，男性が 1.78±0.14，女性が 1.74±0.15
であった。対象者全体で性別と競技成績の交互作用は
認められなかった（p＝0.843）。競技成績と競技特性に
おいても，交互作用は認められなかった（図 2，p＝
0.157）。短距離選手では，上位群と下位群との間に有
意差は認められなかった（図 2，p＝0.722）。一方で，
長距離選手においては，上位群が下位群に比べて
FWHRが有意に低かった（図 2，p＝0.047）。

考　　察

本研究では大学陸上競技選手を対象に，見た目の魅
力および FWHRと競技パフォーマンスとの関連性に
ついて検討した。その結果，短距離選手において上位
群は下位群に比べて，見た目の魅力が高い傾向にあっ
た（図 1，p＝0.053）。長距離選手においては，上位群
は下位群と比較して，見た目の魅力（図 2，p＝0.039），
FWHR（図 2，p＝0.047）ともに有意に低かった。ま

た，これらの結果は男女別で検討した際にも同様の傾
向を示した（表 2）。さらに，本研究において特に，競
技特性の異なる短距離選手と長距離選手で異なる傾向
であったことは，特筆すべき点である。
本研究において，短距離選手の魅力の高さは，長距
離選手と比較して有意に高かった（p＝0.039）。さら
に，短距離選手においては，上位群が下位群に比べて
魅力が高い傾向であった（図 1，p＝0.053）。先行研究
において，魅力の高さは，筋力の高さと関連性がある
と報告されている（Fink et al., 2007）。また，アメリカ
ンフットボールのクオーターバック選手において，パ
スの能力を示すパサーレイティングの高さと魅力の高
さに関連性があると先行研究で報告されている
（Williams et al., 2010）。短距離選手の中でも，競技成
績が高い選手ほど筋量が多く，筋力が高い傾向にある
ことが報告されており（Barbieri et al., 2017），本研究
の結果は，魅力とパフォーマンスとの関連性を報告し
ている先行研究を支持する結果となった。FWHRの先
行研究では，日本人野球選手のホームランの数とFWHR
の高さとの関連性が報告されており（Tsujimura and 
Banissy, 2013），パワー系種目との関連性が示唆されて
いる。さらに，FWHRの高さはテストステロン濃度の
高さに関連性が報告されている（Lefevre et al., 2013）。
また，スプリンターでは競技成績が高い群が低い群よ
りもテストステロンが高いことが報告されていること
から（Ahmetov et al., 2020），長距離選手と比較して
短距離選手でより関連性が認められることが推察され
る。一方，本研究では，FWHRについて競技特性によ
る違いは認められず，短距離選手内においても FWHR
では関連性が認められなかった。先行研究では，プロ
アスリートを対象としているが，本研究の対象者は大
学生であった。そのため，顔の形態的な特性と競技パ
フォーマンスについて検討する際には，より高いレベル
での検討や幅広い年齢層での検討も今後の課題となる。
また，持久系競技を対象にした先行研究において，
自転車競技選手のツールドフランスの成績やバイアス
ロン選手のワールドカップの合計スコアと魅力との関
連性が報告されている（Fawcett et al., 2019；Postma, 

図 2　競技特性別の競技成績における FWHR（facial width-
to-height ratio）の比較  
平均±標準偏差

表 2　魅力および FWHR（facial width-to-height ratio）の男女別結果

平均±標準偏差
ES：効果量
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2014）。さらに，FWHRではバイアスロン選手におい
て，FWHRの高さと競技パフォーマンスの高さに関連
性が認められたと報告されている（Fawcett et al., 2019）。
一方で，本研究の長距離選手においては，上位群は魅
力，FWHRともに下位群に比べて低く，先行研究とは
異なる結果となった。これらの要因として，体脂肪量
が考えられる。魅力に関しては，体脂肪が少ないこと
が魅力を低く評価することにつながると示唆されてい
るため（Rantala et al., 2013），本研究では体脂肪がよ
り少ないと考えられる上位群において，魅力が低かっ
たと考えられる。先行研究においても，陸上競技の長
距離選手は，体脂肪の低さがパフォーマンスの高さに
関連性があると報告されている（Demirkan et al., 2016）。
また，テストステロン濃度の高さと FWHRの高さには
関連性があることが示されている（Lefevre et al., 2013）。
陸上競技の長距離選手を含む持久系アスリートのテス
トステロンについては，競技成績が高い群で低い傾向
があると報告されている（Ahmetov et al., 2020）。この
先行研究においては，女性アスリートのみを対象とし，
他競技の持久系アスリートが含まれている点を考慮す
べきであるが，特に陸上競技の長距離選手においては，
競技特性上テストステロンの分泌による体重の増加や
筋肥大といった作用が，競技パフォーマンスに対して
あまり有利ではないと考えられる。つまり，同じ持久
系競技でも陸上競技の長距離選手においては，FWHR
が低い群で競技成績が高いという結果になったことが
考えられる。しかしながら，FWHRとテストステロン
濃度，長期的なトレーニング反応については今後の検
討が必要である。
また，本研究において魅力および FWHRの結果は，
男女ともに短距離選手，長距離選手全体と同様の方向
性を示していた。魅力や FWHRに関連性のある筋力
やテストステロンが（Fink et al., 2007；Lefevre et al., 
2013），男女ともに影響を与えている可能性が示唆され
る。だが，長距離の男性選手では魅力，FWHRともに
下位群で高い傾向がみられたが（表 2，p＝0.012, p＝
0.079），女性においては関連性が認められなかったた
め，長距離選手においては，男性による影響が大きい
可能性が推察された。
本研究の限界点としては，性ホルモンとの関連性に
ついて直接検討できておらず，性ホルモン濃度と魅力
および FWHRとの関連性について明確ではないとい
う点である。さらに，競技成績別で検討しているが，
本研究では大学生選手を対象としているため，国際大
会レベルの選手を対象とした場合，結果が異なる可能
性も考えられる。また，日本人を対象に行った研究は，
野球選手を対象にした Tsujimuraら（2013）の研究の
みであり，日本人の顔の形態的特性と性ホルモンなど

との関連性について，海外の研究結果を再現できてい
ないことも本研究の限界点としてあげられる。
本研究では，短距離選手において，競技成績が高い
群で見た目の魅力が高く，長距離選手においては，競
技成績が高い群で見た目の魅力，FWHRともに低い結
果になった。つまり，見た目の魅力および FWHRと
競技成績との関連性は，競技特性によって結果が異な
ることが示唆された。
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